
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

芭蕉と寿貞・次郎兵衞

大内, 初夫
佐賀竜谷短大助教授

https://doi.org/10.15017/12374

出版情報：語文研究. 4/5, pp.79-86, 1956-10-30. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



芭

蕉

と

寿

貞

・
次

郎

兵

衛

大

内

初

夫

「
寿
貞

は
翁
の
若
き
時
の
妾
に
て
、
と
く
尼
に
な
り
し
な
り
。

其

子
次
郎
兵
衛
も
つ
か
い
被
申
し
由
。

浅
談
」
。

広
島
の
俳
人
風
律
の

『小
ば
な
し
』

の
右
の
文
が
、
明
治
末
年
に

紹
介

さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、

寿
貞
尼
内
妻
説
に
つ
い
て
は
多
く
の

説
が
発
表
さ
れ
て
ゐ
る

(
註
1
)
。
そ
れ
ら

の
う
ち
で
代
表
的
な
も

の
は
、
芭
蕉
が
二
十
才

の
頃

に
寿
貞
と
相
知
り
、

そ
の
間
に
桃
印

・

次
郎

兵
衛

・
ま
さ

・
お
ふ
う
等
の
四
人
の
子
供
が
出
生
し
た
と
考

へ

ら
れ
た
頴
原
退
蔵
博
士
の
所
説

(『
芭
蕉

・
去
来
』
)
。
寿
貞
は

「
客

扱
に
馴
れ
た
女
性
」
と
見
、
芭
蕉
の
京
都
放
浪
中
に
関
係
が
生
じ
、

次
郎
兵
衛
は
そ
の
間

に
生
ま
れ
た
子
と
推
定
さ
れ

た
志
田
義
秀
博
士

の
所
説
(
『問
題

の
点
を
主
と
し
た
る
芭
蕉
の
伝
記
の
研
究
』
)
等
で
あ

り
、

こ
れ
ら
に
よ
つ
て

一
応
寿
貞
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
か
の
観
を

呈
し
た
。
だ
が
な
ほ
こ
れ
ら
の
説
に
し
て
も
、
納
得
し
難
い
問
題

を

含

ん

で

を
り
、
所

謂
寿
貞
及
び
そ

の
他

の
系
累
に
つ
い
て
の
問
題

は
、
資
料
が
極
く
僅
か
で
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
た
め
に
、
最
後
の
解
決

は
心
証
に
委
ね
る
外
は
な
く
、
中
に
は
極
端
な
想
像
説
を
も

生
む
事

に
も
な
る
の
で
あ
る
。

例

へ
ば
岡
村
健
三
氏
は
、
最
近
『芭
蕉
と
寿
貞
尼
』

(昭
和
三
十

一

年
三
月
発
行
)
と
題
す
る

一
書
を
出
版
し
、
内
妻
説
を
全
面
的
に
否

定
し
て
、
寿
貞
を
芭
蕉
の
甥
桃
印
の
妻
と
し
、
次
郎
兵
衛

・
ま
さ

・

お
ふ
う
を
、
寿
貞
と
桃
印
と
の
間

に
出
来

た
子
供
と
し
て
考

へ
て
ゐ

ら
れ
る
。
そ
の
論
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

野
坡
と
風
律
と
の
間
に
深

い
交
渉
が
あ
つ
た
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
と
し
て
、
聞

書

と

し

て

の

『小
ば
な
し
』
の
真
実
性
を
疑
ひ
、
又
、
当
時
の
飛
脚
便

の
旧
数
等
か

ら
伊
賀
念
仏
寺
過
去
帳
記
載
の

「
松
誉
寿
貞
」
を
別
人
と
見
、

更
に

芭
蕉
が
寿
貞
残
後
間
も
な
く
伊
勢
参
宮
を
志
し
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
、



寿
貞
は
そ
の
妻
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
と
し
、
且
、
桃
印
病
残
前
後
か

ら
、
急
に
寿
貞
等
の
名
が
芭
蕉
の
周
囲
に
現
れ
て
来
る
と
云
ふ
こ
と

等
で
あ
る
。

こ
の
岡
村
氏
の
著
書
は
、
甚
だ
示
唆

に
富
ん
だ
面
白
い
も
の
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
所
論
に
は
従
ふ
事
が
出
来
な
い
。
第

一
に
岡
村
氏
が

云
は
れ
る
野
坡
と
風
律
と
の
関
係
に
し
て
も
、
咋
年
広
島
で
の
俳
文

学
会

の
折
に
展
覧
さ
れ
た
風
律
宛

の
二
通
の
野
坡
書
簡
や
、

そ
の
他

の
事

か
ら
考

へ
て
も
、
彼
等
の
仲
は
相
当
親
密
で
あ
つ
た
や
う
で

あ

り
、
野
坡
の
談
が
風
律
の
手
に
よ
つ
て
書
留
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

寧

ろ
当
然
な
事
と
さ
へ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
『小
ば
な
し
』
か
ら

洒
堂

の
高
宮
治
助
、

史
邦
の
大
久
保
荒
右
衛
門
と
云

ふ
通
称
を
挙
げ

て
、
『小
ば
な
し
』
の
真
実
性
を
疑
う
手
懸
り
と
し
て
ゐ
ら
れ
る
や
う

だ
が
、
周
知
の
や
う
に
当
時

の
俳
人
達
は
多
く
の
通
称
を
用
ゐ
て
ゐ

る
。
　

岩
波
庄
右
衛
門

・
河
合
惣
五
郎
な
ど
と
名
乗
つ
た
曽
艮
の

如
き
そ
の
好

い
例
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
そ
の
通
称

の

一
つ
を
証
す

べ

き
も
の
を
、

現
存
の
文
献
の
上
に
見
出
す
事
が
出
来

な

い
か

ら

と

て
、
『
小
ば
な
し
』
の
真
実
性
を
減
ず
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ら

う
。か

の
洒
堂
の
高
宮
姓
の
如
き
は
、
最
近
九
大
杉
浦
正

一
郎
教
授
が

入
手

せ
ら
れ
た
日
田
連
中
宛
の
洒
堂
書
簡
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
、
『
小
ば
な
し
』
の
資
料
的
価
値
を
疑
は
う
と
す
る

潤
村
氏

の
立
論
は
、
可
成
り
恣
意
的
便
宜
的
な
臭
ひ
が
強
く
感
ぜ
ら

れ
る
。
『
小
ば
な
し
』
は
聞
書
と
し
て
勿
論
誤
り
も
あ
る
で
あ
ら
う
。

だ
が
、
当
時
漸
く
世
人
の
尊
崇
を
集
め
て
ゐ
た
芭
蕉
の
、

こ
れ
程
重

要
な
事
柄
が
さ
う
易
々
と
聞
き
誤
ら
れ
る
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
。

な
ほ
、
岡
村
氏
の
所
説
に
つ
い
て
私
見
を
述

べ
さ
せ
て
頂
き
た
い

が
、
本
稿
は
書
評
を
事
と
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、

次
に
寿
貞

・

次
郎
兵
衛
に
つ
い
て
の
愚
考
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

二

 

さ
て
、

こ

ゝ
で
再
び
巻
頭
に
掲
げ
た
『
小
ば
な
し
』
の
説
を
振
返
っ

て
み
よ
う
。
文
末
に
記
さ
れ
て
ゐ
る

「
浅
談

」
と
云
ふ
の
は
、

筆
者

風
律
の
師
で
あ
6
浅
生
庵
野
坡
の
談
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

野
坡
は

俳
藷
七
部
集
の
第
六

『炭
俵
』
の
撰
者
で
あ
り
、

同
集
の
素
竜

序

に

「
此
集
を
撰
め
る
孤
屋

・
野
坡

・
利
牛
ら
は
、
常
に
芭
蕉
の
軒
に
行

か
よ
い
、
瓦
の
窓
を
ひ
ら
き
、

心
の
泉
を
く
み
し
り
て
云
々
」
と
見

え
る
如
く
、
芭
蕉
晩
年
特
に
親
炭
し
た
俳
人

で
あ
る
。

だ
か
ら
芭
蕉

の
私
的
生
活
、
最
後
の
深
川
庵
住
生
活
の

こ
と
な
ど
可
成
り
詳
し
く

知
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
し
、
こ
の
寿
貞
に
関
す
る

一
節

も
、

恐
ら
く
事
実
を
伝

へ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
前
述
し
た
如
く
、

寿
貞
に
関
す

る
資
料
は
僅
少
で
書
簡

三
通

・
遺
書

一
通

・
発
句

一
に
過
ぎ
な
い
。

(
註
1
)
だ
か
ら
こ
れ

ら
の
資
料
に
よ
つ
て
芭
蕉
と
寿
貞
尼
の
関
係

を
説
い
た
と
て
、

先
人



の
轍
を
踏
む
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
恐
れ
る
。

で
、
私
は
こ
ゝ

に
次
郎
兵
衛
を
手
掛
り
と
し
て
、
芭
蕉
と
寿
貞
尼
と
の
関
係
が
如
何

な
る
も

の
で
あ
つ
た
か
を
解
明
し
て
み
よ
う
と
恩
ふ
。

次
郎
兵
衛
は
其
角
の

「
芭
蕉
翁
終
焉
記
」
に

「
寿
貞
が
子

次
郎
兵

衛
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
て
有
名
な
人
物
で
あ
る
が
、
志
田
博
士
は
こ
の

「
終
焉
記
」
の
記
述
に
は
意
味
深
長
な
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
、

そ
こ

か
ら

「
そ
れ
に
は
次
郎
兵
衛
が
寿
貞
の
子
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
、
芭

蕉
と
或
特
別
な
関
係

の
あ
る
者
と
い
う
事
を
暗
示
す
る
意
味
の
あ
る

も
の
と
よ
り
考

へ
や
う
が
な
い
で
あ
ら
う
。
云
ひ
換

へ
れ
ば
、
次
郎

兵
衛
は
寿
貞
の
子
で
同
時

に
そ
れ
は
寿
貞
と
芭
蕉
と
の
間
の
子
で
あ

る
と
い
ふ
事
を
想
像
さ
せ
る
事
で
あ
る
。
」

(『
芭
蕉
の
伝
記
の
研

究
』
)

と
、
次
郎
兵
衛
を
芭
蕉

の
実
子
と
推
定
さ
れ
た
。
穎
原
博
士

も
次
郎
兵
衛
を
寿
貞
と
芭
蕉
と
の
間
の
子
と
し
て
考

へ
て
ゐ
ら
れ
る

や
う
で
あ
る
。

(『
芭
蕉

・
去
来
』
)
。

と
こ
ろ
で
こ
の

「
終
焉
記
」
の
記
述
に
は
、
志
田
博
士
が
云
は
れ

る
如
く
、
果
し
て
意
味
深
長
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ

に
つ
い
て
先
づ
次
郎
兵
衛
に
関
す
る
資
料
を
眺
め
て
ゆ
か
う
。

(前
略
)桃
印
勘
兵
衛
無
事
次
郎
事
等
委
伊
兵
衛
申
上
候
ゆ
え
略
レ

之
申
候
。
苔
翠

・
夕
菊

・
道
意

・
々
因

へ
も
申
届
候
。
宗
波
息
災

二
候
。

(後
略
)

(元
禄
三
年
九
月
廿
六
日
付

・
芭
蕉
宛
曽
良
書

簡
〉
。

こ
れ
は
元
禄
三
年
九
月
、

当
時
故
郷
伊
賀
上
野
に
あ
っ
た
芭
蕉
に
宛

て
て
江
戸
の
曽
良
が
書
送

つ
た
も
の
。

文
中

の
次
郎
事
と
あ
る
の
が

次
郎
兵
衛
の
こ
と
と
思
は
れ
る
。
又
、
文
申
の
桃
印
と
勘
兵
衛
は
同

一
入
か
、
或
は
別
人
か
明
ら
か
で
な
い
が
、

高
野
山
大
学
の
荻
野
清

教
授
は

「
桃
印
こ
と
勘
兵
衛
」
の
意
に
解
し
て
ゐ
ら
れ
る

(
三
省
堂

「
芭
蕉
講
座

・
書
簡
篇

」
)
。
桃
印
は
芭
蕉

の
猶
子
で

(註
、
猶
子

と
云
ふ
の
は
当
時
甥
の
意
に
使
は
れ
て
ゐ
る
)
、
結
核
で
元
禄
六
年

三
月
末
に
三
十
三
才
で
残
し
た
人
物
で
あ
る

(註
2
)。
そ
し
て
伊
兵

衛
(猪
兵
衛
と
も
書
く
)
も
亦
芭
蕉

の
甥
と
伝

へ
ら
れ
る
者
で
あ
り
、

(
註
3
)
当
時

こ
れ
ら
の
芭
蕉
の
血
縁
の
人

々
が
江
戸

に
住
し
て
ゐ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
ほ

「
桃
印
勘
兵
衛
無
事
」
と
わ

ぎ
　

報
じ
た
の
は
、
既
に
こ
の
頃
、
桃
印

は
胸
を
患
っ
て
病
床
に

あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
続
い
て

「
次
郎
事
」

と
記
し
て
ゐ
る

こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
次
郎
兵
衛
が
桃
印

の
付
添
ひ
と
し
て
同
居

し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

そ
れ
ら
の
事
ど
も
に
つ
い

て
伊
兵
衛
か
ら
芭
蕉
に
書
送

つ
た
と
云
ふ
の
で
あ
ら
う
。

次
に
許
六
の
『
韻
塞
』
(
元
禄
九
年
刊
)
に
よ
る
と
、

元
禄
六
年
五

月
六
日
、
新
弟
子
許
六
の
帰
国
に
当
つ
て
、

芭
蕉
は

「
例

の
次
郎
兵

衛
を
使
と
し
て
」

饒
別
の
詞
や
色
紙
短
尺
等
を

許

六
に
贈
つ
た
と

云

ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
頃
、

既

に
次
郎
兵
衛
が
芭
蕉

庵
に
同
居
し
、
芭
蕉
の

走
り
使
ひ
な
ど
を
し

て
ゐ
た
こ
と
が
窺
は
れ

る
。
そ
し
て
こ
ゝ
に

『
小
ば
な
し
』
の

「
其
子
次
郎
兵
衛
も
つ
か
ひ



被
レ
申

し
由
」
の
言
葉
が
思
ひ
出
さ
れ
よ
う
。
こ
の
『
小
ば
な
し
』
の
書

方
は
、
実
子
を
身
近
に
お
い
て
召
使
ふ
意
味
で
は
な
い
。
寿
貞
の
子

を
同
居

さ
せ
て
、
走
り
使
ひ
や
そ
の
他
生
活
の
扶
け
に
召
使

つ
た
と

云
ふ
意

で
あ
る
。
『
小
ば
な
し
』
の

「
芭
蕉
の
妾
云
々
」
に
注
意
す
る

人
々
が

、
何
故
こ
の
点
を
見
落
す
の
で
あ
ら
う
か
。
な
ほ
、

こ
の
三

月
に
桃

印
は
芭
蕉
庵
に
て
病
残
し
て
ゐ
る
が
、

恐
ら
く

一
月
末
か
二

月
初
め
、
桃
印
の
病
状
悪
化
に
つ
れ
て
他
の
場
所
か
ら
草
庵
に
移
し

た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
の
時
、

次
郎
兵
衛
も
付
添
ひ
と
し
て
共
に

こ
ゝ
に
移
り
、
桃
印
超
後
も
芭
蕉

の
手
助
け
と
し
て
、
そ
の
ま

ゝ
庵

に
お
い
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

そ
れ
か
ら
同
じ
六
年
の
も
の
に
、

(前

略
)
当
夏
暑
気
つ
よ
く
、
諸
縁
音
信
を

断
、

初

秋

よ

り

閉

関
、
二
郎
兵

ヘ
ハ
小
料
理

二
慰
罷
有
候
。夏
中

ハ
筆
を
も
と
ら
ず
、

書
に
む
か
は
ず
、
昼
も
打
捨
寝
く
ら
し
た
る
計

二
御
座
候
。

(
元

禄
六
年
十

一
月
八
日
付

・
曲
水
宛
芭
蕉
書
簡
)

と
初
秋

の

「
閉
関
」
の
折
の
様
を
報
じ
た
芭
蕉
書
簡
が
あ
る
。

不
断

は
俳
人
達
の
応
対
に
忙
し
い
次
郎
兵
衛
も
、
「閉
関
」
中
は
暇
で

「
小

料
理

二
慰
」
ん
で
ゐ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

「
小
料
理
に
慰
」
む
と

云
ふ
こ
と
は
、
京
大
野
閥
光
辰
教
授
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
諸
芸
の

一
つ
と

し
て
の
料
理
庖
丁
の
嗜
み
を
意
味
す
る
と

の
事
で
あ
る
。

次

に
次
郎
兵
衛
の
名
前
が
見
え
る
の
は
、
元
禄
七
年
、
芭
蕉
の
最

後
の
行
脚

の
折
の
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
次
郎
兵
衛
は
江
戸
か
ら
芭

蕉
…に
同
行
し
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
旅
中
の
も
の
は
数
も
多
い
の
で

便
宜

一
括
し
て
掲
げ
る
。

(A
)
は
こ
ね
ま
で
御
大
義
恭
、
次
郎
兵
衛
も

少
学
問
致
候
よ
し
申
俟

へ
と
も
、
漸
々
草
臥
之
躰
又
々
申
候
。

(後
略
)

(元
禄
七
年
五

月

十
六
日
付

・
曽
良
宛
芭
蕉
書
簡
)

(
B
)(前
略
)
二
郎
兵

へ
道
中
達
者

二
而
、
拙

者
苦
労

二
も
な
り
不
レ

申
、
能

つ
と
め
申
候
。

(同
年
閏
五
月
廿

一
日
付

・
伊
兵
衛
宛
芭

蕉
書
簡
)

(
C
)
(
前
略
)
貴
様
御
帰
り
之
日
二
御

書

付

、

道

々
も

二
良
兵

へ
と
申
や
ま
ず
候
。

(中
略
)
三
日
二
良
兵

衛

足

を

や
す

め
、

(註
、
大
井
川
の
出
水
で
三
日
間
島
田
の
如
舟
亭
に
留

っ
た
こ
と
。)

拙
者
も
精
気
を
や
し
な
い
、
幸
の
水

二
出
合
候
。
二
良
兵

へ
少

草

臥
付
申
候
処
、
三
日
や
す

み
候

二
達
者

二
成
候

而

随

分

つ
と

め

候
。
さ
れ
共
も
ど
り
馬
あ
ま
り
や
す
き

ニ
ハ
壱
里
半
弐
里
計
づ

ゝ

の
せ
申
候
。
尾
張

い
せ
地

に
か
ゝ
り
て
ハ
、
肩
も
あ
し
も
共

二
つ

よ
く
成
申
候
。
初
旅
奇
特

二
つ
買
き
申
候
。(後
略
)
(
同
日
付

・
曽

良
宛
芭
蕉
書
簡
)

(
D
)
(前
略
)
二
郎
兵

へ
其
元

へ
下
候

へ
共
、

盤
子

(
註
、
支
考
)

素
牛

(註

・
惟
然
)
と
申
両
人

一
所

二
付
添
為
レ
申
俟
而
、
不
自



由
成
事
無
二
御
座

噌
候
間
、
御
気
遣
被
レ
成
間
敷
候
。

盤
子

ハ
伊

勢

山
田
を
仕

ふ
せ
俟
而
小
庵
を
結
候
よ
し
、
近
々
申
来
候
故
、

伊

勢

下
り
か
ゝ
り
為
レ
申
候

へ
共
、

先
修
行
の
為
且
ハ
ニ
郎
兵

へ
帰

り
候
迄

ハ
、
木
曽

塚
無
名
庵

一二

所

二
相
勤
申
候
。

(後
略
)
(同

年

六
月
廿
四
日
付

・
杉
風
宛
芭
蕉
書
聞
)

(
E
)
素
竜
事
取
持
か
ね
申
候
。
存
候
と
は
様
子
相
違
御
座
候
。
去
是

も

八
桑
丈
了
簡
お
と
な
し
く
被
レ
申
候
間
、

大
方

調
可
レ
申
候
。

委
桃
隣
先
月
二
郎
兵

へ
に
申
遣
候
様
に
被
レ
申
候
。

(後
略
)
(同

年

六
月
廿
八
日
付

・
芭
蕉
宛
杉
風
書
簡
)

(A
)
(B
)(C
)
の
書
簡
は
、
旅
中
の
次
郎
兵
衛

の
様
子
を
伝

へ
た
も

の
。
特
に
(
C
)
の

コ
肩
も
あ
し
も
共

二
つ
よ
く
成
申
候
。

初
旅
奇
特

二
つ
団
き
申
侯
」
と
云
ふ
言
葉
か
ら
、

こ
の
旅
が
次
郎
兵
衛
に
と
つ

て
初
旅
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
次
郎
兵
衛
が
江
戸
生
ま

れ
の
も
の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
が
考

へ
ら
れ
る
。
又
、

こ
ゝ
に
見

ら
れ
る
次
郎
兵
衛
に
対
す
る
芭
蕉
の
愛
情
に
、
父
子
の
愛
情
を
認
め

る
説

も
あ
る
が
、

然
し
必
ず
し
も
肉
親
で
な
く
と
も
、

一
年
有
絵
も

同
住
す
れ
ば
、

そ
こ
に
か
う
し
た
愛
情
が
生
ず
る
の
は
当
然
な
事
で

は
な
か
ら
う
か
。

(
D
)
は
寿
貞
残
後
の
も
の
。

寿
貞
の
後
始
末

に
次
郎
兵
衛
を
江
戸

に
遣

は
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
盤
子

・
素
牛
と
申
両
人
云
々
」

の
箇
所
を
、
次
郎
兵
南
に
盤
子

・
素
牛
が
付
添
う
て
江
戸

に
下
っ
た

と
云
ふ
意
に
解
し
て
ゐ
る
人
も
あ
る
が
、

荻
野
教
授
は
さ
う
し
た
意

味
で
は
な
く
、
二
郎
兵
衛
東
下
後
、
彼
等

二
人
が
芭
蕉
に
付
添
う
て

ゐ
る
意
味
だ
と
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
(
「
芭
蕉
講
座
書
簡
篇
」
)。

さ
う

す
る
と
、

一
人
で
江
戸
に
赴
い
た
次
郎
兵
衛

の
年
令
の
凡
そ
の
目
当

が
つ
く
で
あ
ら
う
。
彼

の
年
令
に
つ
い
て
野
村

一
三
氏

は
十

八
才

位

(
『芭
蕉
伝
記
の
新
研
究
』
)
、
岡
村
氏
は
十
三
四
才
位
と
推
定

し
て
ゐ
ら
れ
る
。
次
郎
兵
衛
は
(
C
)か
ら
成
人
で
は
な
い
こ
と

は
明

ら
か
で
あ
る
が
、
道
中
芭
蕉
の
話
相
手
に
な
る
者
で
あ
り
、
(
E
)
に

見
え
る
如
く
、
江
戸
の
俳
人
達
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
桃
隣
か
ら

手
紙
を
送
ら
れ
る
ほ
ど
の
者
で
あ
り
、
且
、
前
述
の

「小
料
理
」

や

江
戸
行
き
の
事
か
ら
考

へ
て
、
十
三
四
才

の
年
令
で

は
如
何
で
あ
ら

う
。
少
く
と
も
十
七
八
才
位
の
者
と
考

へ
る
の
が
妥
当
で
あ
ら

う
。

こ
の
点
、
次
郎
兵
衛
を
三
十
三
才
で
残

し
た
桃
印

の
子
と
見
る
岡
村

氏
の
説
は
や

ゝ
無
理
で
あ
る
。

つ
い
で
芭
蕉
の
残
後
の
資
料
で
は
、
前
引
の
其
角

の

「
終
焉
記
」

や
支
考
の

『
芭
蕉
翁
追
善
日
記
』
等
が
あ
る
。

『
追
善
日
記
』
は

(
註

4
)
『笈

日
記
』
所
収
の
前
後
日
記
の
草
稿

と
も
な
つ
た
も
の
で
、
筆

者
支
考
は
大
阪
行
き
に
伊
賀
上
野
か
ら
同

行
し
た
者
で
あ
る
。

そ
の

元
禄
七
年
十
月
廿
六
日
の
項
に
、

正
秀
の
方
に
よ
り
て
新
式
遺
言
状
を
封

し
、
従
者
二
郎
兵
衛
を

と

ゝ
の

へ
て
武
江
に
ぐ
だ
ら
し
む
。

こ
の
者

ハ
ミ
な
月

の
頃
母
を
失

ひ
、
此
度

ハ
主
の
別
を
し
て
、
又
百
里

の
霜
雪
を
し
の
ぎ
行
の
あ



ハ
れ

さ

に

、

お

の

　

は

な

む

け

を

し

て
泣

け

る

な

り

。

と
あ
り
、
こ
ゝ
に
は
明
瞭
に

「
従
者
二
郎
兵
衛
」

「
此
度

ハ
主
の
別

を
し

て
し
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

こ
の
記
述
に
は
支
考
の
計
ら
ひ
が
あ

る
と

は
思
は
れ
な
い
。
恐
ら
く
事
実
を
伝

へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

最
後
に
芭
蕉
七
回
忌
集
『
三
上
吟
』
の
横
几
の
句

を

挙

げ

て
お

か

レつ
。

か
れ
尾
花
の
あ
ら
ま
し
は
門
人
を
し
の
び
侍
り

次
郎
兵
衛
は
何
あ
き
な
ひ
を
夷
講

横
兀

こ
の
句
は
、

芭
蕉
と
次
郎
兵
衛
の
関
係
を
よ
く
知

つ
て
ゐ
る
と
思
は

れ
る
江
戸
俳
人
の
吟
で
あ
る
。

こ
ゝ
に
読
み
込
ま
れ
て
ゐ
る
次
郎
兵

衛

は
、
何
か
の
商
ひ
を
営
ん
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
と
推
測
さ
れ
た
者
の

姿
で
あ
る
。
多
分
芭
蕉
残
後
、
伊
兵
衛
か
杉
風
等
の
世
話
で
、
何
処

か
の
店

に
手
代

に
で
も
住
み
込
ん
だ
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
次
郎

兵
衛

の
姿
で
あ
る
。
序
に
付
言
し
た
い
の
は
、
最
も
常
識
的
な
こ
と

で
あ
る
が
、
以
上
眺
め
た
資
料
の
う
ち
、

曽
良

・
許
六

・
杉
風

・
支

考
等

の
門
人
達
の
次
郎
兵
衛

に
つ
い
て
の
記
述
が
す
べ
て
呼
び
捨
て

に
な

つ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
果
し
て
師
の
子
息
を
敬
称
も
つ
け
ず

に
呼

び
捨
て
に
出
来
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
も
次
郎
兵
衛
を
芭

蕉
の
子
供
と
考

へ
る
こ
と
の
出
来
な
い

一
因
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
、

次
郎
兵
衛
は
芭

蕉
の
子
で
は
な
く
、
当
時
十
七
八
位
の
年
令
で
あ
り
、

芭
蕉
庵
に
元

禄
六
年
頃
か
ら
同
居
し
て
芭
蕉
の
生
活
の
手
助
け
と
な
り
、
又
、

最

後

の
行
脚
に
は
従
者
と
し
て
芭
蕉
に
同
行
し
た

と

云

ふ
こ

と
で
あ

る
。

三

 

次

に
、
同
じ
く
寿
貞
の
子
で
、

芭
蕉
の
子
と
も
考

へ
ら
れ
て

ゐ
る

ま
さ

・
お
ふ
う
に
っ
い
て
簡
単
に
述
べ
よ
う
。

こ
の
二
人
に
つ
い
て

の
資
料
は
こ
れ
亦
少
く
、

伊
兵
衛
宛
書
簡

二
通
と
遺
書

一
通
と
に
二

人
の
事
が
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
遺
書
に
は

「
残
り
候
二
人
之

者
、
十
方
を
失
ひ
う
ろ
た

へ
可
レ
申
候
。

好

斎
老
な
ど
御
相
談
被
シ

成
可
レ
然
了
簡
可
レ
有
候
」

と
あ
る
。

仮

に
二
人
が
芭
蕉
の
実
子
な

ら
ば
、杉
浦
教
授
の
御
教
示
の
如
く
、
ま
さ

・
お
ふ
う
宛
の
遺
書
で
も

.あ
り
さ
う
な
も
の
で
あ
る
。
又
、
伊
賀
の
兄
半
左
衛
門
等

に
も
、
二
人

の
将
来
の
こ
と
を
依
頼
し
さ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
伊
兵
衛
に
宛

て
、
親
戚

で
も
な
い
好
斎
老

(註
、
竹
人

の

『
芭
蕉
翁
全
伝
』
に
は

「
深
川
の
隠
者
」
と
あ
る
。)
と
相
談

し
て
、
適
当
に
世
話
を
し
て
く
れ

と
云
ひ
残
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ま
さ

・
お
ふ
う
は
母
寿

貞
と
共
に
、
芭
蕉
が
晩
年
そ
の
生
活
の
面

倒
を
見
て
や
つ
て
ゐ
た
者

と
は
考

へ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
亦
芭
蕉
の
実
子
と
は
考

へ
ら
れ

な
い
。

な
ほ
彼
等
は
芭
蕉
残
後
如
何
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

芭
蕉
の
実
の

子
な
ら
門
人
達
が
見
過
す
筈
は
あ
る
ま
い
。

野
坡
の

一
女
政
女
の
こ

と
な
ど
を
考

へ
て
み
る
と
い
ゝ
。
野
坡
残
後
、

彼
女
は

一
門
の
人
々



か
ら

事
あ
る
毎
に
余
緒
と
し
て
引
出
さ
れ
、

如
何
に
尊
ば
れ
て
ゐ
る

こ
と
か
。
封
建
的
な
当
時
と
し
て
、
こ
れ
が
当
然

な

こ

と

で

あ
ら

う
。で

は
、

次
郎
兵
衛

・
ま
さ

・
お
ふ
う
が
芭
蕉
の
子
で
な
い
と
す
る

と
、
寿
貞
尼
と
芭
蕉
と
の
関
係
を
如
何
に
理
解
し
た
ら
よ
か
ら
う
。

あ
の
寿
貞
の
死
を
知

つ
て
執
筆
し
た
伊
兵
衛
宛
の
芭
蕉
の
手
紙

の
、

寿
貞
無
仕
合
も
の
、
ま
さ

・
お
ふ
ケ
同
じ
く
不
仕
合
、
と
か
く
難
二

申
尽

一
候
。

(中
略
)
何
事
も
く

夢
ま
ぼ
ろ
し
の
世
界
、

一
言

理

く
つ
は
無
レ
之
候
。

(元
禄

七
年
六
月
八
日
付
)

の
文
言
や
、
魂
祭
り
に
帰
郷
し
て
詠
ん
だ

尼
寿
貞
が
身
ま
か
り
け
る
と
き
き
て

数

な
ら
ぬ
身
と
な
お
も
ひ
そ
玉
祭

(有
磯
海
)

の
吟

に
見
ら
れ
る
芭
蕉
の
深
い
悲
し
み
は
、

寿
貞
と
の
間
が
並

一
通

り
の
も
の
で
な
か
つ
た
事
を
理
解
さ
せ
る
。

そ
れ
は
甥
桃
印
の
妻
に

対
す
る
追
悼
の
気
持
な
ど
で
あ
る
わ
け
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
『小
ば
な
し
』
に
云
ふ

「
若
き
時

の
妾
」
と
は
何
時
頃
を

指
す

の
で
あ
ら
う
。

私
は
次
郎
兵
衛
の
年
令
は
十
七
八
才
位
だ
ら
う

と
推
定

し
た
。

と
す
れ
ば
次
郎
兵
衛
は
延
宝
五
六
年
頃
の
出
生
と
な

る
。
そ
れ
以
前
だ
と
す
る
と
伊
賀
在
国
中

・
京
都
遊
学
中
等
と
も
考

へ
ら

れ
よ
う
。
然
し
伊
賀
の
竹
人
は
『
芭
蕉
翁
全
伝
』
に

「
伊
兵
衛

・

寿
貞

な
ほ
尋

ぬ
べ
し
。
」
ど
記
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は

故

意

に
筆
を

ぼ
か
し
た
も
の
で
は
な
く
、

事
実
寿
貞
に
つ
い
て
知
ら
な
か
つ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
故
に
私
は
寛
文
十
二
年
、

芭
蕉
東
下
後
間
も
な
く

寿
貞
と
の
間
に
交
渉
が
生
じ
た
の
で
は
な

い
か
と
考

へ
る
。

あ
の
謹

厳
居
士
の
去
来
さ

へ

「
具
足
を
売

て
傾
城

に
か

ゝ
」

つ
た

(丈
草
の

潜
川
宛
書
簡
)
や
う
な
時
代
に
、
三
十
そ

こ
く

の
『貝
お
ほ
ひ
』
の

著
者
芭
蕉
が
、
茶
屋
女
と
交
渉
が
あ
っ
た
と
し
て
も
何
の
不
思
議
も

あ
る
ま
い
。
後
年
支
考
が

「
む
か
し
西
行

・
宗
祇
な
ど
、

兼
好
も
長

明
も
、
今
日
の
蕉
翁
も
酒
色
の
間
に
身
を
観
じ
て
、

風
雅
の
道
心
と

は
成
給

へ
り
。
此
ゆ

へ
に
文
質
も
調

へ
り

」

(『
露
川
責
』
)

と
述
べ

て
ゐ
る
の
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
伝

へ
て
ゐ
る
の

で
は

な

か

ら

う

か
。
そ
し
て
そ
の
後
、
寿
貞
は
更
に
他
の
男
と
結
ば
れ
、

次
郎
兵
衛

等
の
子
供
を
設
け
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

だ
が
寿
貞
の
結
婚
も
不
幸

に
終

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
夫
に
離
別
し
、

三
人
の
子
供
を
抱

へ
、
然

も
病
床
の
人
と
な
つ
て
ゐ
た
寿
貞
を
、

何
か
の
都
合
で
芭
蕉
は
晩
年

面
倒
を
見
て
や
る
や
う
に
な
り
、

最
後
の
上
方
巡
遊

の
門
出
に
当
つ

て
、

寿
貞

・
ま
さ

・
お
ふ
う
を
芭
蕉
庵
に
移
転
せ
し
め
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。

な
ほ
以
前
私
は
種
々
な
理
由
か
ら
元
禄
五
六
年
に
は
静

貞
等
が
芭
蕉
庵
に
同
庵
し
て
ゐ
た
と
は
思
は
れ
ず
、

元
禄
七
年
の
行

脚
の
出
発
に
当

つ
て
芭
蕉
庵
に
移
ら
せ
た

の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と

に
つ
い
て
記
し
た
が

(註
5
)
、

次
の
元
禄

七
年
五
月
十
六
日
付
の

曽
良
宛
芭
蕉
書
簡

の

(註
6

)

寿
貞
も
定
て
移
り
居
可
レ
申
や
。

申

き
か
せ
乍
二
慮
外

一
奉
レ
頼

候
の



の
文
言
は
、

寿
貞
等
の
芭
蕉
庵
移
住
の
時
期
を
推
察
す
る
上
に
参
考

に
な
る
も
の
で
あ
り
、
芭
蕉
の
深
川
出
立
後
、

そ
の
あ
と
に
寿
貞
尼

達
が
移

つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(
一窒

ハ・八
・三
〇
)

(
註
1
)
寿
貞
尼
内
妻
説
及

び
寿

貞
に
関
す
る
資
料

に
つ
い
て
は
栗

山
理

.一

氏

の

「
芭
蕉
　

寿
貞
尼

内
妻
説
　

」

(
「
解
釈
と
鑑

賞

」
昭
和
三

十

一
年
八
月

号
)
を
参

照
さ
れ
た

い
。

(
註
2

)
元

禄
六
年
三
月
廿

日
付
許

六
宛

・
同
年

四
月
廿

六
日
付
荊

口
宛
芭

蕉
書
簡
参
照
。

(
註
3
)
守
轍

・
白
亥
編

『
真
す
み
の
鏡

』

(安
政

六
年
序

)
に

「
但
し
鯉

屋

手
代
伊
兵
衛

ハ
桃
青
翁

の
甥

な
り

」
と

あ
る
。

(
註
4
)
伊
丹
市

・
岡
田
利
兵
衛
氏
蔵
。

(
註
5
)
拙

稿

「
芭
蕉

『閉
関

』
の
考
察

」

(
「
佐
賀
竜
谷
学
会
紀
要
」
第

三
号

・
昭
和
三
十
年
十

二
月

)
。

(
註
6
)

「
尚
古

」

(
第
十
巻
三
号

・
昭
和
十

一
年
六
月
)
所

収
。
内
容
か

ら
見

て
真
簡
と
信
じ
て
よ

い
と
思

は
れ
る
。

(
附
記
)
去
る
七
月
中
旬
、

上
万
旅
行

の
折
、
荻
野
清
先
生
、
岡
田
利
兵
衛

先
生

に
御
迷
惑
を
お
か
け
致

し
ま
し
た
。
本
稿
を
草
す
る
に
当
り

資
料

と
し
て
使

は
せ
て
頂

い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
又
杉

浦
先

生

に
も
御
示
教
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意

を
表

し
ま
す
。

第

六

号

原

稿

募

集

締

切

昭
和
三
十
二
年
三
月

三
十

一
日

(四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
前
後
と
す
る
)

五

月

下

旬

発

行

予

定

{


